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の
中
を
変
え
る
の
は
大
統
領

で
も
な
く
金
バ
ッ
ジ
の
政
治

家
で
も
な
い
。
未
来
が
見
え

な
い
青
年
で
あ
り
、
我
慢
で

き
ず
に
街
へ
出
て
き
た
市
民

だ
。
民
衆
が
団
結
す
れ
ば
、

で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
と

手
紙
で
訴
え
た
。

韓
大
使
と
韓ハ
ン
ミ
ン
グ

民
求
韓
国
国
防

相
が
署
名
し
た
。
共
同
し
て

戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の
協

定
で
あ
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ

の
次
に
、
韓
国
軍
と
自
衛
隊

が
弾
薬
・
燃
料
・
食
糧
を
や

り
取
り
す
る
物
品
役
務
相
互

提
供
協
定
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ａ
）
の

締
結
が
予
想
さ
れ
る
。

　
戦
争
準
備
が
加
速
し
て
い

る
。
国
境
を
越
え
た
連
帯
で

戦
争
を
止
め
よ
う
。
韓
国
の

闘
い
に
続
こ
う
。

宣
言
を
発
し
た
。
パ
ク
ク
ネ

退
陣
を
扇
動
し
た
罪
で
投
獄

さ
れ
て
い
る
ハ
ン
サ
ン
ギ
ュ

ン
民
主
労
総
委
員
長
は
、「
世

真
左
）。
そ
の
前
段
に
民
主

労
総
の
労
働
者
大
会
が
開
か

れ
、「
本
当
の
主
人
は
こ
の

国
の
民
衆
だ
」
と
い
う
闘
争

保
護
協
定
」（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ

Ａ
）
を
締
結
し
た
。
ソ
ウ
ル

の
韓
国
国
防
省
で
、
長
嶺
駐

　
こ
う
し
た
中
で
日
韓
両
政

府
は
23
日
、
日
韓
の
軍
事
情

報
を
共
有
す
る
「
軍
事
機
密

を
開
始
し
、
30
日
の
国
民
ゼ

ネ
ス
ト
に
参
加
す
る
。

12
日
は
１
２
６
万
人

　
民
主
労
総
が
パ
ク
ク
ネ
打

倒
の
「
Ｄ
・
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
銘

打
っ
て
大
規
模
集
会
と
デ
モ

を
行
っ
た
11
月
12
日
、
ソ
ウ

ル
市
の
発
表
で
も
１
２
６
万

人
が
デ
モ
に
参
加
し
た
（
写

　
韓
国
の
「
パ
ク
ク
ネ
退
陣

行
動
」
は
11
月
23
日
の
記
者

会
見
で
、
26
日
（
土
）
に
全

国
で
２
０
０
万
人
が
参
加
す

る
ロ
ウ
ソ
ク
デ
モ
（
第
５
次

汎
国
民
行
動
）
を
、
30
日

（
水
）
に
は
民
主
労
総
の
ゼ

ネ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
国
民

ゼ
ネ
ス
ト
＝
市
民
的
不
服
従

行
動
を
敢
行
す
る
と
発
表
し

た
。
民
主
労
総
の
呼
び
か
け

に
応
え
、
延
世
大
学
、
ソ
ウ

ル
大
学
、
高
麗
大
学
、
釜
山

大
学
な
ど
が
25
日
か
ら
同
盟

休
校
に
突
入
す
る
と
い
う
。

ま
た
、
農
民
も
25
日
か
ら
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
上
京
闘
争

30日にゼネスト
パククネ政権の打倒へ

民
主
労
総
、　
　
　
同
盟
休
業
を
呼
び
か
け

学
生
、農
民
、

商
店
主
ら
に

若者が多く行動に参加している

韓
国
ゼ
ネ
ス
ト
と
と
も
に

パ
ク
ク
ネ
と
安
倍
た
お
せ
！

11
・
30
国
際
連
帯
渋
谷
デ
モ

11
月
30
日
（
水
）
13
時
30
分

代
々
木
公
園
・
ケ
ヤ
キ
並
木

労
組
交
流
セ
ン
タ
ー
、
全
学

連
、
動
労
千
葉
国
際
連
帯
委

日
韓
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
締
結
を
弾
劾
す
る



は
、
草
案
を
党
の
歴
史
的
な
『
公

式
文
書
』
と
位
置
づ
け
、
撤
回
し

な
い
方
針
を
決
め
て
」
い
る
と
い

う
（『
朝
日
』）。

　
ま
た
、
新
た
な
改
憲
テ
ー
マ
も

浮
上
し
た
。
そ
の
一
つ
は
参
院
の

合
区
解
消
で
、参
院
憲
法
審
で「
自

民
は
…
参
院
議
員
の
位
置
づ
け
を

変
え
る
た
め
の
憲
法
改
正
を
行
う

必
要
性
を
訴
え
」
た
（『
朝
日
』）。

　
さ
ら
に
、
天
皇
の
退
位
を
め
ぐ

り
、
衆
院
憲
法
審
で
自
民
党
の
安

藤
裕
氏
が
皇
室
典
範
は
「『
国
会

の
議
決
を
経
ず
に
、
皇
室
の
方
々

で
お
決
め
頂
き
、
国
民
は
そ
れ
に

従
う
と
い
う
風
に
決
め
た
方
が
日

本
の
古
来
の
知
恵
だ
』
と
述
べ
、

憲
法
改
正
を
主
張
し
」
た
（『
朝

日
』）。
こ
れ
を
受
け
て
民
進
党
の

枝
野
幸
男
氏
は
、
生
前
退
位
問
題

に
つ
い
て
「
憲
法
審
査
会
で
最
優

先
課
題
と
し
て
議
論
し
な
い
と
い

け
な
い
」
と
発
言
し
た
。
天
皇
生

前
退
位
の
問
題
が
改
憲
の
論
点
の

一
つ
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
。

　
次
期
米
大
統
領
に
ト
ラ
ン
プ
氏

が
当
選
し
、
安
倍
首
相
は
た
だ
ち

に
訪
米
し
た
。
安
倍
政
権
は
お
そ

ら
く
９
条
改
憲
に
突
進
す
る
だ
ろ

う
。
韓
国
の
闘
い
に
学
び
、「
戦

争
絶
対
反
対
、
改
憲
阻
止
」
を
掲

げ
て
闘
い
ぬ
こ
う
。（
東
京
・
Ｇ
）

さ
を
暴
露
し
、「
愛
す
る
者
の
命

を
守
ろ
う
」
と
発
言
し
た
。
隊
員

と
そ
の
家
族
の
苦
悩
に
向
き
合
っ

て
い
け
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

朝
鮮
有
事
へ
の
準
備

　
安
倍
政
権
は
、
朝
鮮
有
事
に
備

え
る
た
め
に
、
自
衛
隊
員
に
積
極

的
に
武
器
を
使
用
さ
せ
、「
殺
し

殺
さ
れ
る
」
場
数
を
踏
ま
せ
て
、

戦
争
の
で
き
る
軍
隊
に
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
戦
争
を
許
さ
な
い
労

働
者
民
衆
の
願
い
は
、
国
境
を
こ

え
て
一
つ
。
自
国
政
府
の
不
正
義

の
戦
争
に
対
し
て
、
国
際
連
帯
で

反
対
し
、
戦
争
に
疑
問
を
持
つ
自

衛
隊
員
と
の
団
結
を
求
め
て
い
こ

う
。（
青
森
・
Ｓ
）

で
は
医
療
チ
ー
ム
で
さ
え
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
を
発
症
す
る
」
と
戦
場
の
過
酷

ら
れ
る
こ
と
に
絶
対
反
対
だ
。
派

遣
を
た
だ
ち
に
中
止
す
べ
き
だ
」

と
い
う
訴
え
が
テ
レ
ビ
で
報
道
さ

れ
、
地
元
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。

家
族
の
不
安
と
苦
悩

　
新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、
派
遣
さ

れ
る
隊
員
の
家
族
向
け
説
明
会

で
、
当
局
は
「
南
ス
ー
ダ
ン
は
政

府
側
勢
力
が
強
く
安
全
」
と
ウ
ソ

を
つ
き
、参
加
し
た
家
族
に
は「
家

族
の
不
安
を
払
拭
し
よ
う
と
す
る

の
に
必
死
に
見
え
た
」
そ
う
だ
。

　
ま
た
、
10
月
23
日
の
派
遣
反
対

青
森
集
会
で
、
自
衛
官
の
息
子
を

持
つ
北
海
道
の
母
親
が
、「
戦
場

　
11
月
15
日
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ

Ｏ
に
派
遣
さ
れ
る
陸
上
自
衛
隊

に
対
し
、
安
保
戦
争
法
に
基
づ

く
新
任
務
＝
「
駆
け
つ
け
警
護
」

と
「
宿
営
地
の
共
同
防
護
」
の
付

与
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
青
森
市

の
陸
自
第
９
師
団
第
５
普
通
科
連

隊
１
３
０
名
が
、
20
日
か
ら
先
発

隊
と
し
て
出
発
す
る
こ
と
か
ら
、

「
百
万
人
署
名
運
動
・
青
森
県
連

絡
会
」
は
緊
急
の
抗
議
行
動
に

立
っ
た
。

　
こ
の
日
の
昼
休
み
に
青
森
駅
前

で
街
頭
署
名
を
行
っ
た
。
緊
迫
し

た
空
気
の
中
、
報
道
各
社
が
取
材

に
来
た
。
署
名
し
て
く
れ
た
高
齢

の
女
性
は
、「
青
森
空
襲
を
経
験

し
て
い
る
の
で
派
遣
は
絶
対
に
反

対
」
と
声
を
強

め
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
青

森
駐
屯
地
に
出

向
き
、
駐
屯
地

司
令
職
務
室
長

の
１
等
陸
尉
に

派
遣
の
中
止
を

求
め
る
申
入
書

を
読
み
上
げ
、

署
名
約
３
千
筆

と
あ
わ
せ
て
手

渡
し
た
。「
青

森
の
若
い
隊
員

が
殺
し
殺
さ
れ

る
場
に
立
た
せ

　
11
月
16
日
参
議
院
、
17
日
衆
議

院
で
、
憲
法
審
査
会
が
立
て
続
け

に
開
催
さ
れ
た
。
参
議
院
は
９
ヵ

月
ぶ
り
、
衆
議
院
に
至
っ
て
は
１

年
５
ヵ
月
ぶ
り
の
「
再
始
動
」
だ
。

　
こ
の
２
日
間
の
審
査
会
を
、
メ

デ
ィ
ア
は「
改
憲
勢
力
に
温
度
差
」

（『
毎
日
』）、「
自
民
、
合
意
重
視

強
調
」（『
朝
日
』）
と
い
っ
た
ト
ー

ン
で
報
じ
た
。
し
か
し
「
衆
院
憲

法
審
で
自
民
党
は
、
中
谷
元
氏
が

改
憲
の
必
要
性
を
説
明
す
る
中
で

『
自
衛
隊
の
認
知
』
を
例
示
」
す

る
な
ど
、「
２
日
間
で
計
６
人
の

自
民
党
議
員
が
９
条
改
憲
を
訴

え
」
て
お
り
（『
東
京
』）、「
自
民

「駆けつけ警護」の南スーダン派兵弾劾！
派遣自衛隊の青森駐屯地に3000の署名を提出

憲
法
審
査
会
が「
再
始
動
」

	

野
党
を
引
き
込
み
改
憲
案
作
成
へ


